
中札内村長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例 

中札内村長等の給与等に関する条例（昭和４４年条例第１号）の一部を次のように改正する。 

 

改        正        前 改        正        後 

（期末手当） （期末手当） 

第５条 （略） 第５条 （略） 

２ 前項の期末手当の額は、それぞれ基準日現在（退任した者にあっては

退任した日現在）において村長等が受けるべき給料月額及び給料月額に

100分の15を乗じて得た額の合計額に次の表に掲げる割合を乗じて得た額

とする。 

２ 前項の期末手当の額は、それぞれ基準日現在（退任した者にあっては

退任した日現在）において村長等が受けるべき給料月額及び給料月額に

100分の15を乗じて得た額の合計額に次の表に掲げる割合を乗じて得た額

とする。 

基準日 
６月１日 12月１日 

区分 

村長 100分の225 100分の225 

副村長 100分の225 100分の225 

教育長 100分の225 100分の225 
 

基準日 
６月１日 12月１日 

区分 

村長 100分の230 100分の230 

副村長 100分の230 100分の230 

教育長 100分の230 100分の230 
 

附 則 

（施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行し、令和６年12月１日から適用する。 

（令和６年12月に支給する期末手当に関する特例措置） 

２ 令和６年12月に支給する期末手当に係る改正後の中札内村長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例（以下「改正後の給与等条例」とい

う。）第５条の規定の適用については、「100分の230」とあるのは「100分の235」とする。 

３ この条例による改正前の中札内村長等の給与等に関する条例に基づいて、令和６年12月分として支給を受けた期末手当は、改正後の給与等条例の規

定による期末手当の内払とみなす。 


